













４章 ｢ノーメンクラトゥーラ｣ は不滅である ｢党の所有する国家｣ は


































｢シラヴィキー｣ というのは, ソ連時代の治安機関や軍関係者, とり





つまり ｢腕力派｣, ｢強権的統制派｣ とでもいえばよい｡) プーチン政権












主人公である ｢大統領｣ の権力, すなわち, クレムリンの一元的・集権
的権力支配に挑戦するおそれのあるもう一つの権力中心がロシアに誕生
し, ロシアの政治社会が２つの権力中心をもつ楕円構造になることだけ













































































｢民主化｣ はいわば ｢イミテイション民主主義｣ として骨抜きにした形で









ないといわれる (が, 今も正確な数字は公表されていない) 死者を出して
けちらされ, 中国のゴルバチョフ役を演じようとしていた趙紫陽も失脚し




を打ちたて, その管理下で ｢国家資本主義｣ を展開する時代に入った｡
















































































































































｢だれが｣ ｢どのように｣ 立ちまわってオリガルヒになったにせよ, オリガ
ルヒを筆頭とするもろもろの資本家の誕生をお膳立てし, 育て, あるいは














た｡ そこから転じて, ノーメンクラトゥーラに上がっているポストに, と
りわけ上層のポストにすわるソ連社会の支配層を指すことばになった｡ い
までは ｢ソ連型社会の支配階級｣ ｢赤い貴族たち｣ といった意味で使われ







































い男｣ グシンスキー , 大統領就任直後のプーチンがこれら２人の ｢し







































企業の首脳を, わが国では, オリガルヒとよぶ｡ このような人物集団の















(３) 前掲書, 訳者あとがき, 425～27ページ｡
(４) この ｢歴史的妥協｣ の時期のクレムリン内部の相貌・人事配置につい














らだ｡ わたしが第１期目にあげたなによりの実績はロシアに ｢秩序｣ と






を実現した｣ と (『論拠と事実』 [ロシア語], 2004年２月, ６号)｡
(６) アメリカのこの姿勢を分析するには, たとえば, 軽部恵子 ｢冷戦後の
米中関係と中国の人権問題 米国連邦議会の視点から ｣, 『桃山法






も, 使用さえも, 犯罪の範疇には入らない｡ これを取り締まり, 押収す














(米原万理 『ロシアは今日も荒れ模様 Россия Бушует
и Сегодня 』, 草思社, 1999年, 150ページ)
(８) プラトン・レーベジェフ (1959～) は, プレハーノフ記念国民経済大






























































条件として, 科学研究につかうこと, と言っておいた｡ ｢むろん, か
れらが科学につかうはずがないことはわかっていた｡ かれらがわたしの
研究所のためになにかしてくれるはずのないことも, よくわかっていた
さ｣ (ディヴィッド・ホフマン 『オリガルヒたち あたらしいロシア




































(10) ついでながら ｢企業統治｣ の実績となると, 日本企業は全体としてミ
スター・ハダルコフスキーにはるかに及ばない｡ 昨年, 米英の調査会社




















(11) 28回アーデンハウス会議 (ニューヨーク州ハリマン村), 2005年４月
10日, にて｡
(12) 『読売新聞』, モスクワ特電, 2005年６月１日号｡















たが (アーヴェン氏セミナー, モスクワ, 2002年９月10日), あるロシ
ア人ジャーナリストにたいし, つぎの引用文にみるとおり, 自分がオリ





ある晴れた日, (……) きみのつくった吹けばとぶような銀行が, 国
家予算から出た公的資金でオペレイションをしてよい, と許可される｡
あるいは, 石油・木材・天然ガスを輸出できる (……) たっぷりした割
り当てを獲得する｡
きみは, いってみれば ｢百万長者に任命されるのだ｣ (イーゴリ・バ
・・・・・
ラノフスキー ｢テロはロシア的競争の現実｣, 『モスコウ・ニューズ』
[英語], 1994年７月22～28日号, 傍点による強調は鈴木)
(桃山法学 第７号 ’06)294
